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調整授業時数制度の具体化　その１ 
 
１　調整が可能な教科等 

◆　いずれの教科等についても、学習の継続性等の 
観点から週１コマ程度の時数の確保は重要である 
ことから、引き続き標準授業時数が 35 コマ以下 
の教科等は減ずることは不可とすべき。また、 
調整対象とする教科等（以下「調整対象教科等」 
という。）も、調整後の時数が 35 コマ未満にな 
るように減ずることは不可とすべき。 

　◆　授業時数特例校制度では、教科等横断・探究 
的な学びの推進が制度趣旨であったため、総合 
的な学習の時間を対象から除いていたが、調整 
授業時数制度は、多様性を包摂する柔軟な教育課程の実現という、一層幅広い制度趣旨で創設
することから、総合的な学習の時間も減ずることを可能とすべき。 

なお、調整授業時数の各教科等への上乗せについては、標準授業時数を定めている全ての教
科等に対して可能とする前提である。 

 
２ 「裁量的な時間」の類型 

論点整理では、調整授業時数を活用することができる活動として、他教科等への充当や新教科
の創設のほか、「裁量的な時間」を挙げており、この「裁量的な時間」については更に以下の二つ
の類型に分けられる。 

❶　学習指導要領に定める教科等に該当しないものの、児童・生徒の実態等を踏まえて、児
童・生徒の個性や特性、実態に応じた学習支援など、児童・生徒の資質・能力の育成に特に
資する効果的な教育プログラム等（以下「学習枠」という。） 

❷　教育の質の向上を目的とした授業や指導の改善に直結する組織的な研究・研修等（以下
「研究・研修等枠」という。） 
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仁はそれぞれの心の中にある 

 

 

 
 

（訳）仁はどこか遠くにあるのだろうか。いや、そうではない。 
　　　　自分から仁を求めれば、仁はあなたのものになっているのだ。 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

　仁遠からんや。我仁を欲すれば、斯に仁至る。 
じんとお われじん ほっ ここ じんいた


